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11
月
16
日（
水
）に
11
月
例
会
テ
ー
マ「
未
来
は
ぼ
く
ら
の
手

の
中
」と
題
し
、夢
や
目
標
に
向
かって
ど
の
よ
う
に
自
分
を
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
し
て
行
動
す
れ
ば
実
現
に
近
づ
け
る
か
を
考
え
て
い
た

だ
く
事
を
目
的
と
し
て
例
会
行
事
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は
講

師
に一般
社
団
法
人
ド
リ
ー
ムマッ
プ
普
及
協
会
に
も
所
属

さ
れ
て
お
り
ま
す
、有
田
靖
代
氏
に
起
こ
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。約一時
間
と
い
う
短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、会
の

皆
さ
ん
を
巻
き
込
み
自
己
他
者
の
承
認
と
い
う
項
目
か
ら

未
来
を
え
が
き
発
表
、そ
し
て
実
現
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
い

う一連
の
流
れ
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。自
分
の
40
歳
、

ま
た
40
歳
を
過
ぎ
た
後
の
将
来
の
夢（
未
来
）を
考
え
る
と

い
う
項
目
で
は
、皆
さ
ん
に
考
え
て
発
表
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　
皆
様
に
は
凄
く
盛
り
上
げ
て
頂
き
、面
白
い
発
表
を
聞

け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ま
た
例
会
行
事
の
時
間

も
短
かっ
た
と
い
う
事
も
あ
り
ま
す
が
、自
身
の
今
後
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
も
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。そ

し
て
最
後
に
、未
来
を
思
い
描
く
だ
け
で
は
な
く
ど
う
し
た

ら
実
現
に
近
づ
い
て
行
動
で
き
る
か
と
い
う
事
を
有
田
氏

に
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。何
を
始
め
、何
を
続
け
、何
を
や

め
る
か
。す
べ
て「
未
来
は
ぼ
く
ら
の
手
の
中
」で
す
。

　
今
回
の
11
月
例
会
は
４
月
例

会
か
ら
は
じ
ま
っ
た
我
々
地
域

教
育
推
進
委
員
会
の
担
当
事
業

の
最
後
の
集
大
成
の
事
業
で
し
た
。私
の
所
信
の
テ
ー
マ

を
G
r
o
w
i
n
g
U
p
と
し
て一年
間
活
動
し
て
き

た
結
果
の
事
業
が
で
き
た
と
思
って
お
り
ま
す
。一年
間

支
え
て
頂
い
た
、委
員
会
の
皆
様
、会
の
皆
様
、先
輩
の
皆

様
本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。そ
し
て
事
業
に
参
加

し
て
頂
い
た
市
民
の
皆
様
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

（
記
事
：
地
域
教
育
推
進
委
員
会 

委
員
長
　
大
西 

貴
明
）

　
11
月
16
日（
水
）、尾
道
国
際
ホ
テ
ル

に
て
開
催
さ
れ
た
11
月
例
会
内
に
お

き
ま
し
て
、2
0
1
6
年
度
新
入
会

員
バッ
チ
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。本
年
度
正
式
入
会
と
な
る
10
名
の

会
員
に
、麻
生
理
事
長
の
手
で
ひ
と
り

ひ
と
り
に
Ｊ
Ｃ
バッ
チ
と
名
鑑
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
2
0
1
6
年
度
新
入
会
員
を
代
表
し
て
池
田
知

和
君
が
挨
拶
を
行
い
、こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ｃ
活
動
へ
の
意
気
込

み
な
ど
を
堂
々
と
熱
く
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
改
め
ま
し
て
、10
名
の
新
入
会
員
の
皆
さ
ん
、ご
入
会
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

　
そ
し
て
会
員
の
皆
様
、本
年
度
の
拡
大
活
動
に
多
大
な
る

ご
支
援・ご
協
力
を
頂
き
ま
し
て
、誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
拡
大
研
修
委
員
会
　
副
委
員
長 

徳
永 

剛
志
）

　
11
月
23
日
尾
道
う
ず
し
お
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
て
秋
季
ゴ
ル
フ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
現

役
、
O
B
交
え
て
の
大
会
は
雨
の

心
配
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
日
中

も
肌
寒
い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

ゆ
っ
た
り
と
し
た
ペ
ー
ス
で
の
ラ

ウ
ン
ド
で
は
大
き
く
ス
コ
ア
が
崩

れ
る
人
も
な
く
楽
し
く
プ
レ
イ
出

来
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
毎
年
、
追
い
出
し
ゴ
ル
フ
大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
る
秋
季
ゴ
ル
フ
大
会
で
す
が
、
こ

の
度
の
大
会
は
卒
業
生
と
し
て
は
思
い
出
に
残
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。（

記
事
：
村
上 

成
司
）

11 

月 

例 

会
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僕
ら
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手
の
中

11 
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会
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手
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中

ゴ
ル
フ
大
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12
月
1
日
（
木
）
西
山
別
館
に
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
尾
道
青
年
会
議
所
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

会
長 

安
保
雅
文
先
輩
よ
り
今
年
１
年
の
運
動
に
対
す

る
ね
ぎ
ら
い
と
と
も
に
60
周
年
に
向
け
て
心
強
い
お
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
10
名
の
卒
業
生
が
紹
介
さ
れ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
へ
の
入
会
に
向
け
て
お
祝
い
を
す
る
と

と
も
に
現
役
、
そ
し
て
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
と

一
丸
と
な
っ
て
60
周
年
に
邁
進
す
べ
く
想
い
を
共
有
す

る
会
と
な
り
ま
し
た
。
ご
多
用
中
に
も
関
わ
ら
ず
貴
重

な
お
時
間
を
頂
戴
し
、
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
会
員
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
記
事
：
池
田 

憲
泰
）

　
今
年
最
後
は
、
趣
を
変
え
て
、

消
費
税
と
医
療
費
の
お
話
し
で

す
。
保
険
診
療
の
支
払
時
に
も
、

領
収
書
な
ど
も
ら
う
と
思
い
ま
す

が
、
よ
く
見
て
も
ら
う
と
そ
こ
に

消
費
税
と
い
う
項
目
は
あ
り
ま
せ

ん
。
公
的
医
療
保
険
で
カ
バ
ー
さ

れ
る
医
療
（
社
会
保
険
診
療
）

は
非
課
税
取
引
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
医
療
機
関
等
が
社
会
保
険
診

療
を
提
供
す
る
際
に
、患
者
か
ら

消
費
税
を
受
け
取
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。（
但
し
、自
費
診
療

に
は
消
費
税
が
か
か
り
ま
す
。）

通
常
の
事
業
者
は
売
上
に
係
る
消

費
税
額
か
ら
仕
入
れ
に
係
る
消
費

税
額
を
控
除
し
（
仕
入
税
額
控

除
）
、
差
額
を
納
付
し
ま
す
か

ら
、
消
費
税
は
本
来
的
に
事
業
者

に
と
っ
て
実
質
的
な
負
担
と
な
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
こ

で
、
少
し
違
和
感
を
感
じ
ま
せ
ん

か
? 

医
療
機
関
は
、
診
療
を
行

う
た
め
に
医
薬
品
や
設
備
等
を
仕

入
れ
る
際
に
は
消
費
税
を
支
払
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
社
会
保
険

診
療
が
非
課
税
取
引
で
あ
る
が
故

に
仕
入
税
額
控
除
が
で
き
ず
、
医

療
機
関
等
が
仕
入
れ
に
際
し
て
支

払
う
消
費
税
は
、
医
療
機
関
の
コ

ス
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税

は
事
業
者
に
と
っ
て
実
質
的
な
負

担
と
な
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
診
療
報
酬
点
数
や
薬
価

等
を
設
定
す
る
際
に
は
、
医
療
機

関
等
が
仕
入
れ
に
際
し
て
支
払
う

消
費
税
が
医
療
機
関
等
に
と
っ
て

実
質
的
な
負
担
と
な
る
こ
と
が
な

い
よ
う
、
点
数
を
上
乗
せ
す
る
こ

と
で
対
応
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

因
み
に
こ
の
直
前
文
は
、
厚
労
省

の
お
言
葉
で
す
。
確
か
に
、
消
費

税
導
入
時
や
改
定
時
に
診
療
報
酬

点
数
の
改
定
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
例
え
ば
前
回
の
5
↓
8
%
の

改
定
時
は
、
全
体
の
平
均
で
、
増

税
分
の
3
％
に
対
し
て
の
補
填
が

「
1
・
36
％
」
で
あ
る
と
、
こ
れ

も
厚
労
省
が
明
言
し
て
い
ま
す
。

残
り
の
1
・
64
%
は
ど
こ
に
い
っ

た
ん
で
し
ょ
う
か
?

　
消
費
税
が
あ
が
る
た
び
に
、
増

税
分
が
補
填
さ
れ
な
い
た
め
、
た

だ
で
さ
え
高
価
な
医
療
機
器
の
購

入
や
設
備
投
資
を
す
る
と
、
補
填

さ
れ
て
い
な
い
消
費
税
分
損
し
て

い
く
と
い
う
変
な
事
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
8
%

増
税
時
の
診
療
報
酬
改
定
で
、
高

額
の
設
備
投
資
を
し
た
場
合
の
対

応
に
つ
い
て
、
別
途
補
填
す
る
方

法
を
議
論
し
て
い
ま
し
た
が
、
結

局
解
決
策
が
見
い
だ
せ
ず
に
見
送

り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今

後
、
ま
た
消
費
増
税
の
話
が
出
れ

ば
、
診
療
報
酬
を
も
っ
と
あ
げ
ろ

と
い
う
議
論
も
当
然
始
ま
っ
て
、

ニ
ュ
ー
ス
で
も
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
の
で
、
今
回
の
話
を
思
い
出

し
て
頂
け
れ
ば
、
「
消
費
増
税
↓

診
療
報
酬
u
p
」
と
い
う
流
れ
が

理
解
頂
け
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
今
年
途
中
か
ら
担
当
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
有
意
義
な
読
み
物
に

な
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
半
年
間
ご

愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
　
　
　
（
記
事
：
鍋
島 

巧
）

　11月19日しまなみ3JC合同事業「しまなみフィッシング」が因島の地に
て開催されました。１１月という時期ではありましたが、前日からの雨も３
JCの熱い絆の力で完全にやみ無事出港する事が出来ました。３隻の船で
出港し一番の釣り名人を競うはずでしたが思うように釣れずJC３信条の
修練の場となりました。安本専務理事の釣りあげた一匹のみではありまし
たが、昼食で美味しく頂きました。１９：００からはしまなみ３JC合同引継
ぎ会が、千光寺山荘にて行われ、３JCの絆と、今後の活躍、そして次年度
の担当者たちの紹介など懇親会を交えて無事閉幕となりました。次年度
担当者の皆様、２０１７年度は宜しくお願い致します。　　　　　　　　

　　　　　　　　　　 （記事 ： 村上 成司）

しまなみ3JC合同引継会しまなみ3JC合同引継会しまなみ3JC合同引継会

歯
科
医
師
鍋
島 

巧
コ
ラ
ム命命

歯歯
はは

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ



　12月4日にクリスマス会「笑顔で明るいクリスマス」を開催しました。
　「笑顔で明るい」というシンプルなテーマに基づこうと考え委員会で
試行錯誤しながら、子供に目一杯楽しんでもらい、奥様には出来る限
りのおもてなしとリラックスして頂き、会員には家族の初心を思い出し
てもらい家族への感謝を行動にして家族の絆をより一層深めてもらい
たい！！という趣旨のもとシナリオを構築していきました。
　世界一の男、ピカ太郎を招き世界レベルのショーを開催し、世界一
のバルーンアーティストひねり屋メリー氏にお越しいただき会場の装
飾会場ゲートなど午前から休む間もなく設営して頂きました。
　ホテルの方も、是非残してほしいという事で今年度は3F宴会場の
前にバルーンアートがありますのでまだご覧になってない方は是非見
に行ってみてください。
　そして、世界一のショーでお子さん達が大変喜んで更に色々なバ
ルーンアートをプレゼントしてくれました。メリーさん大変ありがとうご
ざいました。
　その後、サンタ（本物）とトナカイ（滑舌悪い）にプレゼントをもらい
子供たちも大変喜んでいたと思います。
　そして、奥様へのバラのプレゼント。日頃の感謝はもちろん、出会っ
たあの頃結婚をしようと思ったあの日を思い出し、いろんな思いを言
葉にしながらバラを渡して頂きました。夫婦の絆が深まったと言って
頂いた方もいて、有意義な事が出来たと思います。
　最後に、クリスマス会が終わり、改めて大変良い会になったと思いま
す。それは、ご参加された皆さま、協力して頂いた皆さま、みんなが楽し
んでくれたおかげだと思っております。皆様の力で作り上げた良いクリ
スマス会ができたこと大変ありがとうございました。

（記事 ： 会員・地域交流委員会 委員　高橋 洋樹）

　観光列車（ラ・マルしまなみ）の車内も
案内して下さり大盛況に終わることがで
きました。
　アンケート調査を事前に周辺店舗様へ
行い、様々な意見を頂き将来を尾道に期
待しているご意見を多く見受けました。当
日、来場者にもアンケート調査を行い、どのような魅力があるのかな
ど調査を行いました。集計すると、尾道市民が思っている以上に尾
道は観光都市なんじゃないのか、と感じました。

　駅はただの交通機関ではなく、地
域の魅力、シンボルであることが来場
者には伝えることができたのではと感
じていています。
　この事業を行うために、委員会を何
度も開催しました。資料作成や事業
前日からの設営、事業後の返却、事業

自体が２転、３転方向性がかわる中で本当に最後まで着いて来てく
れた委員会メンバーに感謝しております。本当にありがとうございま
した。残りの事業も明るく開催していきます。
　最後になりましたが、全面的に協力してくださった、片岡尾道駅長
を始めとするＪＲ西日本様には非常に感謝しております。誠にありが
とうございました。

（記事 ： 会員・地域交流委員会 委員長　山本 慎也）

　11/13の日曜日、駅前広場でＪＲ西日本様のご協力にて事業開
催しました。

　題して「尾道駅ファンタジー～こ
んにちは尾道駅～」。沢山の皆様に
お越し頂きました。
　当日は当委員会初！！晴天の事業
でした！！
　事業の目的は、尾道駅が建替えに
なるに当り、なにか記念イベントが

出来ないか、早期から新しい尾道駅のことについて考えることで、地
域から愛され、色んな駅はただの交通機関ではなく、大きな魅力を
もっているのではないのか？
　今の駅舎は125年でプラットホームの屋
根の骨組みには、線路のレールが使用され
ているなんて建替えになる今頃知るのって
寂しいですよね、だから早期より新しい尾道
駅、駅周辺のこれからの可能性、魅力につい
て尾道市民、観光客に考えて、知ってもらう
ことを目的とした事業です。
　当日は展示している古い駅舎、駅周辺の
写真に足を止めて思い出話に花を咲かせている方々、本格的なＮ
ゲージに足を止めてくださる方々、プラレールに夢中で遊ぶ子ども

達、お父さんに製作をお願いしながら作っ
ていたペーパークラフト、ＪＲ様のご協力
により子ども達が沢山集まって作っていた
カンバッヂ、普段見ることができない切符
売り場の裏側も見せて下さいました。駅舎
内も案内して下さり、子ども達以上に僕自
身が一番楽しんでいたかも??しれません
…。
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　皆様、一年間誠にありがとうございました。
　お祭り委員会の委員長ということもあり、現役会
員の皆様には多くのご協力をいただきました。ま
た、ＯＢ特別会員の皆様にもお願いばかりであった
と思います。

　副理事長、副委員長、そしてぶれてばかりの委員長を支えていただい
た委員会メンバーの皆様にも感謝の気持ちでいっぱいです。
　本年受けたご恩は、ＪＣ活動を通じて少しずつでも皆様にお返ししてい
ければと思っております。本当にありがとうございました。

　地域教育委員会、委員長の大西です。一年と数ヶ月有
難う御座いました。
　皆様のお陰で無事委員長の役も１２月をもちまして終
えることとなります。
　まちと人と大輪を築く為にはどうしたらいいか、私なり
に紐解き所信をGrowingUpとして活動してきました。

　一年を振り返ると色々な方に助けて頂いたと思います。委員会では幹事の中
本さん中島さんには細かい仕事など毎度毎度お願いさせて頂き助けて頂きまし
た。また委員会メンバーには事業の組み立てなど自分では配慮できない箇所な
ど補って頂き誰一人かけても今日を迎えれていなかったと思います。そして工藤
副委員長には私の考えもすべて汲み取って頂き、委員会メンバーとの潤滑油の
ような役割をこなしてもらい私の至らぬ点を全てカバーして頂いたと思っており
ます。卒業予定者の本多直前理事長ご卒業おめでとう御座います。

　本多直前理事長には私が気を使わないといけないにも関わらず色々な場面で
気を使って頂きました。有難う御座いまいした。
　辻副理事長も卒業予定者にも関わらず副理事長お疲れ様で御座いました。辻
副理事長には色々な箇所でご心配などかけました、また私の考えも尊重して頂き
とても感謝しております。
　そして正副事務局監事の皆様も色々な場面で声などかけていただき励みにさ
せて頂きました。
　委員長、副実行委員長、副委員長の皆様同じ立場、また理事メンバーとして活
動させて頂き皆様のお陰で徐々にですが前向きに楽しみながら出来てきたと
思っております。
　また会の皆様、様々な事業の要所要所でお手伝いまた動員、ご参加頂き本当
に有難うございました。最後の担当行事であった１１月例会では皆様と和になれ
たと感じております。
　２０１６年の一年間振り返ると書ききれませんが、本当に感謝しております。有難
う御座いました。

中谷 純也委員長

まちづくり推進委員会

地域教育推進委員会

　LOM支援実行特別委員会の大
池です。この１年間、麻生理事長を
はじめに尾道青年会議所の皆様に
は大変お世話になりました。
　私の所信のテーマのとおり最高

の仲間に支えられた１年でした。
　本当にありがとうございました。

大池 茂仁副実行委員長

LOM支援実行特別委員会

　未来ビジョン委員会では、日本遺産尾道の事業で
は、過去現在未来の３部構成で、地域の小学生を対
象に事業をしました。子供達には、改めて自分達が
住んでいる尾道が素晴らしいと言う事を感じて貰え
たと思います。また青年経済人では、ロボットをテー

マとし、これからの未来を勉強して頂きました。夏期講習では、サバイバル
ゲームを通じて、メンバーの絆が深まり、色々な状況判断を考えて頂ける
機会となったと思います。１年を通じてさまざまな事業に協力して頂いたメ
ンバーの皆様に改めまして御礼を申しあげたいと思います。１年間本当に
ありがとうございました。委員長 中司 昌克

　本年度、拡大研修委員会
委員長を務めました今岡正
英です。今年一年を振り返っ
た時、本当に多くの人の力を

借りてきたことを実感しています。特に拡大とい
う大きな命題がある中、JCメンバーやOBの方々
からの情報やアドバイスはなくてはならないも
のでした。新入会員は10名という結果となりまし
た。本当に皆様に感謝しております！ありがとうご
ざいました！

拡大研修委員会

委員長 今岡 正英

委員長 大西 貴明

村上 成司委員長

　２０１６年度の総務広報委員会の委員長として携わり、段取りの
大切さを実感しました。ルーティーンならではの緊張感と、間違
いが許されないというプレッシャーに何度も悩まされた事もあ
りました。在籍最後の年に委員長をさせて頂き、理事会に出席
し、やっとJCの本当の楽しさを実感し、その経験が良かったと感

じることが出来た事は私にとって大きな宝となりました。委員会メンバーにはいつも助
けられ、特に幹事の岡本君、鍋島君の活躍と、協力が委員会には欠かせなかったと思い
ます。お力添え頂きました皆様。心から感謝しています。大変ありがとうございました。

総務広報委員会

山本 慎也委員長

　入会すること15年…ようやく委員長に選んで頂く事ができました。
　麻生理事長には大変感謝しております。もうなれないのかなと半分諦めて
いましたから。
　尾道青年会議所で一番、色んな委員長を見てきて色んなことを体験して
いるのが僕ということになります。そんなプレッシャーがこの一年は付きま
といました…。　少しでもこの様なプレッシャーに負けないために、委員長
テーマを｢明るく｣として、とにかく委員会は明るくなくては、なにも進まない

し、暗くてはマイナス的なことしかない！！と思いテーマとしました。
　前半は委員会をどう開催していいか分からず、むやみに何も僕の中で決まっていない中開催して結
局なにも決まらずに終わった委員会は多々ありました。そこから委員会開催恐怖症が始まりました。
　委員会メンバーが｢この委員長はかなり大きな大枠を決めたら後は委員会メンバーが進めていか
なくてはいけないんだ｣と諦めてくれたのか、理解してくれたのかは分かりませんがそこから委員会
がスムーズに活動できたのではと思います。委員会メンバーは実働で活躍してくれるメンバー、辛口
で怒ってくれるメンバー、普段はなにもしないけど、いざとなったらどっしりと構えて僕を支えてくれる
メンバーがいる、サイコーの委員会メンバーをありがとうございます！
　1つの事業以外全て雨が降りましたが、その中でも明るく終えることができて本当にみんなありが
とうございました！！！

会員・地域交流委員会

未来ビジョン委員会

委 員 長 あ い さ つ委 員 長 あ い さ つ

早いものでもう１２月も半ばとなりました。２０１６年度理事に選出された皆様も一年の終わりが近づいていることを実感しているのでは無いでしょうか。私
も今月でJC生活最後のJCLIFEの編集となりますが、毎月連載して来た鍋島巧君の「歯は命」記事は特に楽しみに読ませてもらい、目から鱗な事が多かっ
たなと思っています。日常噂で聞いた事を何気なく信じ、それが当たり前のように思っていたこともありました。炭酸飲料を飲んだ後に歯磨きをする事は良
くないのだと言う事も原理から知ることが出来ました。青年会議所には様 な々業種の多くのメンバーがいます。異業種の集まりだから団結する事で何でも
出来る。そんな環境で１０年間お世話になった事に感謝しています。多くの友人にそして委員会メンバーに一言「ありがとう」 　　　　   （記事：村上 成司）
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